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Abstract
Objective：In the “Professional Network Exercise,” we adopted a new project-based learning 
program in which students decided their own theme: plan and work with small groups, or 
conduct fi eldwork to interact with professional registered dietitians. We discussed whether 
this program was effective for the students’ realizing the purpose of interprofessional 
collaboration and promoting the formation of a professional identity as a registered dietitian.
Methods：Quantitative and qualitative analyses were conducted for eight students, using 
class worksheets, fi nal reports, and refl ection sheets.
Results：Judging from the worksheets, qualitative and quantitative improvements were 
seen in students in the second-to-last class regarding knowledge of the registered dietitian 
network; the reason why interprofessional collaboration is necessary; and the abilities 
needed to collaborate with other professionals. In the fi nal reporting document, “Learn” 
co-occurred with “Self” and “Work.” On the refl ection sheet, “Thinking” co-occurred with 
“Collaboration,” “Necessity,” and “Knowing.” Among the 25-item questionnaire for 
self-assessment in the refl ection sheet, the highest average score was three out of three, 
which was detected in “Understanding importance of collaborating with other professionals” 
and “Understanding diffi  culty of collaborating with other professionals.”
Conclusion：This exercise reinforced the level of understanding on the significance of 
interprofessional collaboration, and the abilities necessary for such collaboration. Students 
learned the specialized knowledge, skills, and attitudes required to be registered dietitians, 
and the need for further eff orts to obtain them. It was also useful for forming a professional 
identity as a registered dietitian. However, in order to continue this educational program 
while maintaining its quality, further discussion about the program itself and the evaluations 
that follow will be necessary.
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が 伝 わり、 持
続した
タオルを外しても熱が逃
げずに温かさが持続し
た
温かさが続いた
ほかほかした温かさが続いた
お風呂から上がったように体全体の温かさが続いた
バックケアが終わっても体が温かいまま気持ちいい
冷えることがなく、温かさが持続していた
熱布を外した後から温まった
じわじわと後から温まることに感心した
バックケアは熱布を外したあとの方が温かさを感じることができる
熱布をあてた直後にぬるくなったと感じたが、後からとても温まっていると感じた
バックケアはタオルを外した瞬間も
不快感はなかった
バックケアはタオルを外した瞬間も「ぞっ」とする不快感はなく、温かいままだった
タオルで拭くだけよりも、バックケアをした方が「ぞっ」とする不快感がなくて良い
バックケアではタオルを外しても「ひやっ」とせず、温かかった
タオルで拭くだけでは「ぞっ」「ひ
やっ」という不快感があり満足で
きない（経験）
体を拭くだけだと「ひやっ」とした（過去の経験）
タオルで拭くだけでは「ぞっ」という不快感を感じた（過去の経験）
入院中のタオル清拭では部分的にしか体を拭けず、満足できなかった
体の芯まで心地よい温
かさが伝わった
温まった 体がぽかぽかと温まった温度には鈍感になっているはずの体が温まったと感じた
10分だけで温まった 背中全体が少しの時間で温まることができた10分の短時間で温まることができた
全身が芯まで温まった
足先まで全身が温まった
冷え症な体が足先まで温まったと実感した
入浴では得られない、体の芯が温まる感覚があった（体が温まりにくい体質）
湯船に浸かることよりもバックケアの方がよかった（体が温まりにくい体質）
電気で作る温かさより心地よかった 電気熱の温かさより、バックケアの温かさの方が心地よい暖房の温かさとは違う気持ちよさがあった
嫌みのない温かさだった 後からじわじわくる嫌みのない温かさがよかった（普段は即効で感じられる高温刺激を好む）
温める良さを認識した
広範囲で温める経験をしたことがなく、温める良さを実感できた
湯に浸かるなど体を温めることはよいことなのだと気付いた
体を温めて便秘改善になった過去の経験の意味づけができた
表１　バックケアを受けて感じた快の感覚
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のとれないわが身をどう処したらいいかわからな
い苦痛にさいなまれ、この時の熱いタオルによる
バックケアは千金に値する」と述べていることか
ら、経験的に熱布バックケアの効果が大きいもの
であることは既に示されている。本研究は日常生
活に支障がない者に行った結果ではあるが、患者
の状態に応じて熱布バックケアのもつ効果は大い
に期待できるものであると考えられた。さらに身
体と相互作用である心理的な安楽も［気持ちが満
たされた］や、ケア中の「ほっとする」といった
言葉から明らかとなった。熱布バックケアを受け
ることで安心感や幸福感を得られることができ、
体だけではなく気持ちの安寧を感じられたこと
が、心理的な安楽に結びついていると考えられ
る。心理的苦痛を抱える人に熱布バックケアを受
けてもらうことで、心を調和させる効果があるの
ではないかと考えられた。
２）熱布バックケアがもたらす温かさ
［タオルを外しても熱が逃げずに温かさが持続し
た］［体の芯まで心地よい温かさが伝わった］か
ら、わずか10分の熱布貼付による温熱刺激によ
り、温かさをもたらしたことが明らかとなった。
温めるケアは、温熱効果や入眠促進効果、鎮痛効
果、腸蠕動促進効果、リラクセーション効果など、
様々な目的をもって用いられている（有田・大島・
藤本，2012）。本研究でも、実際に眠りについた
ことや腹鳴がきかれたこと、体の脱力や安らかな
表情からリラックスしていた様子が伺えたことな
どから、同様の効果を体感していた。熱布バック
ケアによる温熱効果では、単に一時的に温かいと
いう感覚にとどまらず、心地よい温かさが持続し
ていたことが明らかとなった。入院経験をもつ研
究協力者からは、通常のタオル清拭と比較した上
での熱布バックケアの温かさが強調して語られて
いた。臨床現場で多く用いられている使い捨ての
不織布タオル（おしぼりタオル）の特徴である、
皮膚から外した瞬間の冷感や不快感を示すような
反応が今回の熱布バックケアではみられなかった
ことからは、体を冷やすことなく温かいままでケ
アを提供できる技術であるということの裏付けと
なった。せっかく体を拭いて清潔にできても、寧
ろ不快感として体に残る冷たさから清拭を拒否す
らこそ、ケアが気持ちいい〉とコード化した。こ
れら３コードから、サブカテゴリー《人にやって
もらうことに心地よさを感じられた》を生成した。
　‶なんか愛情が伝わってくる感じ、手、手でね”“手
当っていうことだね"‶（病院で手当てといえるもの
は）ないですね。ボディタッチっていいんだね"‶こ
うやって押してくれる、ね、プラスαがあるって感
じ。だから人間の手ってすごいですね"‶そんなに
重症じゃなくて手足ができるから、小ちゃいハンド
タオルをぽんとくれるだけで、自分で拭くんですよ”
等の語りが聞かれ、それぞれ〈バックケアによっ
て、愛情が手から伝わりケアされることを嬉しく
感じる〉〈心地よさと愛情を伝えられる「人の手」
「手当」の力はすごいと思った〉〈病院ではなかな
か行われていない「手当」を、バックケアで思い
浮かべた〉〈指圧の心地よさに加えて、バックケ
アには+αの効果がある〉〈入院中は手をかけても
らえないと思う〉とコード化した。これら５コー
ドから、サブカテゴリー《手当されることで愛情
が伝わった》を生成した。
　３サブカテゴリー《人からケアされることが嬉
しい》《人にやってもらうことに心地よさを感じ
られた》《手当されることで愛情が伝わった》を
統合し、カテゴリ ［ーケアされることに心地よさ・
愛情を感じられた］とした。
Ⅳ．考察
　熱布バックケア中の言動およびインタビュー結
果から、熱布バックケアが受け手の快の感覚にも
たらす影響として、以下の４つの視点で考察する。
１）熱布バックケアによる身体的・心理的な安楽
【心身に快さを感じた】のうち［体が楽になった］
［気持ちよさを感じた］［快適な眠りに導かれた］
に代表されるように、熱布バックケアによって身
体的に安楽な状態がもたらされたことが明らかと
なった。気持ちのいい心地良い感覚が、腰痛など
の体の苦痛を解き放ったり、眠りを導くといった
安楽な状態へと誘ったことがわかる。身体的苦痛
を抱える患者や、不眠を訴える患者に熱布バック
ケアを行うことで、これらの効果を得られる可能
性があるといえる。阿保・千野・近藤（1997）は、
「術後の患者は傷の痛みもさることながら、動き
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に看護の手を介して生み出される力が込められて
いたのではないかと考える。看護師の手は、「ケ
アにおいて患者と触れる実践的接点として、看護
師自身と患者に共属している」（島田，2017）と
表現され、「看護の手の力は、生命力（バイタル
パワー）を高める」（川島，2014）と言われてい
るように、ケアを通じて患者が大切に手当されて
いる感覚を抱いたとき、苦痛から一時的にでも解
放され、新たな活力を見いだすことができるので
はないかと考えられた。
Ⅴ．結論
　本研究では、日常生活に支障がない老年期の女
性10名に熱布バックケアを行い、ケア中のビデ
オカメラ撮影およびケア実施後のインタビューか
ら受け手が感じる快の感覚を検討した。その結
果、熱布バックケアは心地よい温かさを持続させ
ることができ、気持ちよさなどの安楽をもたらす
様々な効果をもつケアであることが明らかとなっ
た。また、お風呂に入った気分を味わえるという
効果が得られた点からは、生活習慣の維持という
側面からも安楽をもたらすことができるケアであ
ると考えられた。
Ⅵ．利益相反
　記載すべき利益相反はありません。
本論文は修士論文の一部である。
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